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 論文審査の結果の要旨
 早期型の恒星の中にはA型またはB型特異星(Ap,Bp)と呼ばれるものがあり,その大気の
 化学組成に著しい異常を示し,強い磁場を持ち,磁場および光度に周期的な変化を示すものが
 多い。ヘリウム過剰星はこれらの特異星とやや趣きを異にし,ヘリウムが異常に多いほかは化
 学組成に大きな異常は認められず,また幅の広いHα輝線を示すが,特異星と多くの共通点が
 見られ,その解釈も類似のものが行われている。即ち,星が強い双極子磁場を有し,磁軸と自
 転軸とが一致していないとする斜回転体モデルである。オリオン座σ星Eはヘリウム過剰星の
 一つであるが,ヘリウム吸収線およびHα輝線に周期的変化があり,更に食変光星類似の変光
 を示す。本論文はこの星に注目して,斜回転体モデルの枠内で,これらの異常を解明しようと
 したものである。
 オリオン座σ星Eの周囲のガスは星からの輻射によって完全に電離し,その電気伝導度が大
 きいから,ガスは回転する星の磁場と共に回転する。この時,周星ガスには重力とともに遠心
 力が働く。この遠心力が大きくなる領域では磁力線に沿ったポテンシャルに極小が生じ,この
 極小の深さはガスの熱運動のエネルギーよりも大きく,ガスはこの極小に捕えられる。従って,
 馬屋ガスはポテンシャル極小の付近に集中することになる。このようにして計算された周星ガ
 スの空間分布は偏平な円盤(または二つの偏平なかたまり)状となり,この円盤が等温であると
 して計算したHα輝線の輪郭は観測から得られるものの特徴をよく再現する。また,この円盤
 による食によって変光が起ると仮定して得られる変光の振幅は観測ど一致し,この星の磁軸と
 自転軸との間の角を狭い範囲で決定することができる。
 ポテンシャル極小に捕えられたガスは磁力線に沿った流れや磁力線を横ぎる外向きの拡散な
 どによって次第に失われるであろうが,このガス損失のために必要な時間尺度はこの星(B2型)
 の平均寿命より長く,ガス円盤中のガスはこの星の形成時の原始星雲の残滓であるとして無理
 なく説明されることは注目に値しよう。特にこの星の化学組成の異常が普通のAp,Bp型星と
 異り,ヘリウムについてしか認められないのは,この星がBp型星としては若いことを示し,上
 記解釈を支持するものである。
 以上,本論文はオリオン座σ星Eの異常が斜回転体モデルで定量的にも理解し得ることを示
 したばかりでなく,Ap,Bp型星の異常を解明する上で～っの指針を示したものであって,この
 方面での研究に重要な貢献をなすものであるとともに,著者が自立して研究活動を行うに必要
 な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を有するものであることを示している。
 よって中嶋隆三提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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